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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置の前面側に設置して使用されるタッチパネル用導電シートであって、当該設置
状態において使用者が触れる側を前側、表示装置に対向する側を後側と規定したとき、
　透明な絶縁層と、この絶縁層の前側の面に設けられ、間隔をあけて配列された複数の前
面電極と、前記絶縁層の後側の面に設けられ、間隔をあけて配列されるとともに平面視に
おいて前記前面電極と交差する複数の後面電極とを備え、
　前記後面電極は、前記前面電極よりも配線密度が大きく、
　前記後面電極の各々には、枠状の導体からなる複数の第一枠状部が所定ピッチで設けら
れ、前記第一枠状部の各々は、平面視において、隣り合う２つの前記前面電極の間に配置
され、
　前記前面電極の各々に、枠状の導体からなる複数の第二枠状部が所定ピッチで設けられ
、前記第二枠状部の各々は、平面視において、隣り合う２つの前記後面電極の間に配置さ
れるとともに前記第一枠状部と重なっておらず、
　前記後面電極が、隣り合う前記第一枠状部どうしを接続する枠状の第一接続配線部を備
え、前記前面電極が、隣り合う前記第二枠状部どうしを接続する第二接続配線部を備え、
平面視において、前記後面電極と前記前面電極とが、前記枠状の第一接続配線部と第二接
続配線部において交差する、
　ことを特徴とするタッチパネル用導電シート。
【請求項２】
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　前記第一枠状部と前記第二枠状部とが、同一形状であることを特徴とする請求項１に記
載のタッチパネル用導電シート。
【請求項３】
　平面視における前記絶縁層の外周形状は矩形状であり、前記第一枠状部および前記第二
枠状部の各々の形状は、前記絶縁層の外周辺に対して傾斜する辺で構成された多角形形状
であることを特徴とする請求項２に記載のタッチパネル用導電シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル用導電シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンピュータや電子機器の表示装置（ディスプレイ）の前面に、指などによるタ
ッチを検出してその接触位置の座標を特定するタッチパネルを設けることが行われている
（例えば、特許文献１参照）。タッチパネルには種々の方式があり、その動作方式の一つ
として静電容量方式がある。
【０００３】
　静電容量方式のタッチパネルの構造は、透明な絶縁層を有し、表示装置を基準に見て前
記絶縁層の前側の面に前面電極、後側の面に後面電極を備えている。前記前面電極は、平
面視で一方向に線状に延びる導電配線であり、複数の前面電極が所定間隔でほぼ平行に配
列されることで前記絶縁層の前側の面に前面電極パターンが形成される。また、前記後面
電極は、平面視で前記前面電極と交差する他の方向に線状に延びる導電配線であり、複数
の後面電極が所定間隔でほぼ平行に配列されることで前記絶縁層の後側の面に後面電極パ
ターンが形成される。そして、平面視で前記前面電極パターンと前記後面電極パターンと
を重ねてみたとき、これらにより格子状の検出用メッシュパターンが形成される。
【０００４】
　この静電容量方式のタッチパネルでは、使用者が指を前方から近づけてタッチパネル前
面に接触させると、その接触位置における指と前記前面電極との間の静電容量、及び、指
と前記後面電極との間の静電容量がそれぞれ変化し、これらの変化を検出することにより
指の接触位置の座標を特定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－３９５３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記のようなタッチパネルでは、指などの接触位置の座標を特定する検出精
度を高めるために各電極の列間隔が比較的狭く設定されている。しかしながら、前記後面
電極は前記前面電極の後方に位置するため、タッチパネル前面に指を接触させたとき、前
記前面電極が存在する近傍領域では、指と前記後面電極との間の静電容量の変化が妨げら
れて、前記後面電極での検出感度が低下するという問題があり、特に電極の列間隔が狭い
とこの感度低下は顕著となる。
【０００７】
　そこで、各電極の列間隔を広くすれば、前記前面電極が存在しない空白領域の面積が大
きくなるので前記後面電極での検出感度が向上するが、その一方で、接触位置の座標の検
出精度が低下する。
【０００８】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、指などが接触した際の検出感度を向上
させ、接触位置の座標の良好な検出精度を確保することができるタッチパネル用導電シー
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トを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るタッチパネル用導電シートは、表示装置の前面側に設置して使用されるタ
ッチパネル用導電シートであって、当該設置状態において使用者が触れる側を前側、表示
装置に対向する側を後側と規定したとき、透明な絶縁層と、この絶縁層の前側の面に設け
られ、間隔をあけて配列された複数の前面電極と、前記絶縁層の後側の面に設けられ、間
隔をあけて配列されるとともに平面視において前記前面電極と交差する複数の後面電極と
を備えている。そして、前記後面電極の各々には、枠状の導体からなる複数の第一枠状部
が所定ピッチで設けられており、前記第一枠状部の各々は、平面視において、隣り合う２
つの前記前面電極の間に配置されている。
【００１０】
　本発明においては、前記後面電極の第一枠状部が、隣り合う２つの前記前面電極の間に
配置されていることで、使用者等が指を前方から近づけてきたときに、前記第一枠状部で
生じる静電容量の変化は、前記前面電極の存在による影響を受けにくくなり、前記後面電
極での検出出力が向上する。また、前記第一枠状部の存在により、前記絶縁層の後側の面
における後面電極が存在する領域が大きくなるので、指などの接触位置の座標の良好な検
出精度を確保できる。したがって、前記後面電極側での検出出力を向上させるために前記
前面電極間の間隔を大きくする場合でも、良好な座標検出精度が確保できる。更に、前記
第一枠状部は、枠状の導体からなり、その内側に導体の存在しない空隙があるため、タッ
チパネルを通した表示装置の視認性を、阻害しにくい。
【００１１】
　本発明において、前記前面電極の各々には、枠状の導体からなる複数の第二枠状部を所
定ピッチで設けることができる。このとき、前記第二枠状部の各々は、平面視において、
隣り合う２つの前記後面電極の間に配置されるとともに前記第一枠状部と重ならないこと
が好ましい。
【００１２】
　この場合、前記前面電極が第二枠状部を有することで、前記絶縁層の前側の面では、前
記前面電極が存在する領域が大きくなる。したがって、前記前面電極間の間隔を大きくし
ても前記絶縁層の前側の面における前記前面電極が存在しない空白領域の面積拡大を抑止
でき、前記前面電極での検出出力の低下を抑制するとともに、良好な座標検出精度も確保
できる。更に、前記第二枠状部と前記第一枠状部とは重ならないので、前記後面電極にお
ける検出出力の低下も抑制できる。更に、前記第二枠状部は、枠状の導体からなり、その
内側に導体の存在しない空隙があるため、タッチパネルを通した表示装置の視認性を、阻
害しにくい。
【００１３】
　また、本発明において、前記後面電極が、隣り合う前記第一枠状部どうしを接続する第
一接続配線部を備え、前記前面電極が、隣り合う前記第二枠状部どうしを接続する第二接
続配線部を備えたものとすることができる。このとき、平面視において、前記後面電極と
前記前面電極とが、前記第一接続配線部と前記第二接続配線部において交差することが好
ましい。
【００１４】
　この場合、前記第一接続配線部と前記第二接続配線部とをそれぞれ設け、且つ、これら
において前記後面電極と前記前面電極とが交差するようにすることで、前記第二枠状部と
前記第一枠状部とが重ならないような電極パターンを形成しやすくなる。
【００１５】
　また、本発明において、前記第一枠状部と前記第二枠状部とが、同一形状であることが
好ましい。
【００１６】
　この場合、前記前面電極と前記後面電極との電極パターンの形状の相違が低減される。
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これにより、タッチパネル用導電シートの面全体の電極パターンの形状のバランス化を図
ることができる。この結果、モアレ等の発生による外観の悪化、並びにタッチパネルを通
した表示装置の視認性の低化を、抑制することができる。
【００１７】
　さらに本発明では、前記絶縁層の外周形状は、平面視において矩形状であり、前記第一
枠状部および前記第二枠状部の各々の形状が、前記絶縁層の外周辺に対して傾斜する辺で
構成された多角形形状であることが好ましい。
【００１８】
　この場合、表示装置の前面に当該タッチパネル用導電シートを設置した際、前記第一枠
状部および前記第二枠状部の形状が、表示装置の画素に対して平行とならず傾斜すること
になるため、モアレ等の発生による外観の悪化、並びにタッチパネルを通した表示装置の
視認性の低化を抑制することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、前記後面電極の前記第一枠状部が、隣り合う２つの前記前面電極の間
に配置されていることで、前記第一枠状部での静電容量の変化に対する、前記前面電極の
存在による影響が小さくなり、前記後面電極での検出出力を向上できる。また、前記第一
枠状部の存在により、前記絶縁層の後側の面での前記後面電極が存在する領域が大きくな
るので、指などの接触位置の座標の良好な検出精度を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係るタッチパネル用導電シートを示す要部拡大平面図であ
る。
【図２】前記実施形態における後面電極の一例を示し、（ａ）は要部の拡大平面図、（ｂ
）はＺ－Ｚ線における断面図である。
【図３】前記実施形態における前面電極の一例を示し、（ａ）は要部の拡大平面図、（ｂ
）はＹ－Ｙ線における断面図である。
【図４】（ａ）は前記実施形態に係るタッチパネル用導電シートの一例を示し、図１のＸ
－Ｘ線における断面図、（ｂ）及び（ｃ）は前記実施形態に係るタッチパネル用導電シー
トの変形例を示し、図１のＸ－Ｘ線における断面図である。
【図５】前記実施形態に係るタッチパネル用導電シートを示す平面図である。
【図６】電極引き出し配線部の一例を示す拡大平面図である。
【図７】前記実施形態に係るタッチパネル用導電シートの使用状態の一例を示す断面図で
ある。
【図８】従来のタッチパネル用導電シートの一例を示す要部拡大平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明を実施するための形態を説明する。
【００２２】
　図５は、本発明の一実施形態に係るタッチパネル用導電シート１を平面視で見たときの
全体を示す平面図であり、図１はその一部（図５のＡで示す領域）を拡大した平面図であ
る。また図７は、本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１の使用状態の一例を示す
断面図である。尚、平面視とは、タッチパネル用導電シート１の平面に対して垂直な方向
から見ることをいう。
【００２３】
　本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１は、表示装置２の前面側（図７において
は、上面側）に設置して使用される。タッチパネル用導電シート１の外形形状は特に限定
されるものではないが、一般的な表示装置２の前面に設置しやすいように、本実施形態で
は矩形に形成されている。
【００２４】
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　タッチパネル用導電シート１は透明な絶縁層３０を備えている。この絶縁層３０は、プ
ラスチックフィルム等の透明基材３１によって構成することができる。絶縁層３０として
矩形形状の透明基材３１を用いることで、タッチパネル用導電シート１の外形形状を矩形
形状にすることができる。
【００２５】
　本実施形態では、当該設置状態において使用者が触れる側を前側、表示装置２に対向す
る側を後側と規定したとき、この絶縁層３０の前側の面に複数の前面電極２０を備え、絶
縁層３０の後側の面には複数の後面電極１０を備えている。ここで、図１および図５に示
すように、タッチパネル用導電シート１の外周の矩形形状に対応するよう第一の方向（以
下、縦方向ｎという）、第二の方向（以下、横方向ｍという）を規定したとき、前面電極
２０の各々は縦方向ｎに延びる配向ベクトルを有しており、隣り合う前面電極２０、２０
どうしは所定ピッチで間隔をあけて配列されている。一方、後面電極１０の各々は、横方
向ｍに延びる配向ベクトルを有しており、隣り合う後面電極１０、１０どうしは所定ピッ
チで間隔をあけて配列されている。そして、前面電極２０と後面電極１０とは平面視にお
いて交差する配置となっている。後面電極１０は、指の接触位置の縦方向ｎの座標を検出
するために用いられる。前面電極２０は、指の接触位置の横方向ｍの座標を検出するため
に用いられる。尚、前面電極２０の配向ベクトルとは、前面電極２０の長手方向のベクト
ルであり、後面電極１０の配向ベクトルとは、後面電極１０の長手方向のベクトルである
。
【００２６】
　まず、後面電極１０について説明する。図２に示すように、後面電極１０の各々には、
枠状の導体からなる複数の第一枠状部１１が設けられている。これら複数の第一枠状部１
１は、後面電極１０の配向ベクトル方向（横方向ｍ）において一定のピッチで間隔をあけ
て配置されている。そして、図１に示すように、第一枠状部１１の各々は、平面視におい
て、隣り合う２つの前面電極２０、２０の間に配置されている。また、後面電極１０は、
隣り合う第一枠状部１１、１１どうしを接続する第一接続配線部１２を備えている。これ
ら第一枠状部１１と第一接続配線部１２とが交互に連続して配置されることで、後面電極
１０が構成されている。隣り合う２つの後面電極１０、１０のピッチＤ１は、タッチパネ
ル用導電シート１の面積に応じて、適宜設定することができる。
【００２７】
　第一枠状部１１についてより詳しく説明する。この第一枠状部１１は、導電材料からな
る線状の導体により形成された枠形状の配線単位であり、細い線幅の導体により外周の輪
郭線５１が形成され、その内側は導体が存在しない空隙となっている。第一枠状部１１は
、絶縁層３０の後側の面において、前方に前面電極２０が存在しない領域、すなわち前面
電極２０、２０の間の領域における後面電極１０の配線密度を大きくする機能を有する。
第一枠状部１１を構成する導体の線幅は特に限定されないが、タッチパネル３としての透
明性（表示装置２の視認性）を損なわないよう比較的細いものが好適であり、例えば、３
～３０μｍとすることができ、好ましくは５～１０μｍである。
【００２８】
　第一枠状部１１の形状は、特に限定されないが、例えば多角形形状が挙げられ、特に幾
何学的に対称性を有する形状が、電極パターン全体としての均一性を図る設計が行いやす
いため好適である。第一枠状部１１を多角形状とする場合、タッチパネル用導電シート１
の外周辺Ｇ、すなわち絶縁層３０（透明基材３１）の外周辺Ｇに対して傾斜する辺で構成
された多角形状であることが好ましい。すなわち、第一枠状部１１の輪郭線５１が、絶縁
層３０（透明基材３１）の外周辺Ｇ（縦方向ｎの辺、横方向ｍの辺）に対して傾斜してい
る線で構成されていることが好ましい。輪郭線５１の傾斜角度は、所定の角度にすること
ができる。横方向ｍと平行な外周辺Ｇに対する輪郭線５１の傾斜角度θ１は、例えば、６
０度である。縦方向ｎと平行な外周辺Ｇに対する輪郭線５１の傾斜角度θ２は、例えば、
３０度である。本実施形態では、このような条件を実現する第一枠状部１１の形状として
ひし形を採用している。
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【００２９】
　第一枠状部１１の横方向ｍの寸法Ｌ１及び縦方向ｎの寸法Ｗ１は、タッチパネル用導電
シート１を設ける表示装置２の面積に応じて、適宜設定することができる。例えば、表示
装置２が大型（例えば、サイズが３２型以上）である場合、第一枠状部１１の横方向ｍの
寸法Ｌ１、縦方向ｎの寸法Ｗ１としては、例えばそれぞれ０．３～３ｍｍとすることがで
きる。尚、第一枠状部１１は、平面視において、隣り合う前面電極２０、２０の間に配置
されるものであることから、少なくとも前面電極２０、２０間のピッチよりも小さい必要
があり、好ましくは同ピッチの半分以下の大きさである。
【００３０】
　隣り合う第一枠状部１１、１１間は第一接続配線部１２により接続されている。第一接
続配線部１２を構成する導体の線幅は特に限定されないが、タッチパネル３としての透明
性を確保する観点から、第一枠状部１１の導体と同様に、例えば３～３０μｍとすること
ができ、好ましくは５～１０μｍである。第一接続配線部１２の形状は特に制限されず、
例えば線状であっても、枠状であってもよい。本実施形態では、第一接続配線部１２の形
状は枠状であり、より具体的には、ひし形形状としている。第一接続配線部１２を枠状と
した場合、第一接続配線部１２の横方向ｍの寸法Ｌ２及び縦方向ｎの寸法Ｗ２は、前面電
極２０、２０のピッチの大きさ、後述する第二枠状部２１との相対的な配置関係に応じて
、適宜設定することができるものである。この第一接続配線部１２のひし形形状の輪郭線
５２も、絶縁層３０（透明基材３１）の外周辺Ｇに対して傾斜したものとなっている。
【００３１】
　各後面電極１０の端部は、絶縁層３０の横方向ｍの側縁近傍領域において縦方向ｎに複
数並べられた第一端子１４に接続されている。本実施形態では、４本の後面電極１０が、
一つの第一端子１４に接続されるようにしている。尚、第一端子１４のうち、最端部に設
けられる第一端子１４には、縦方向ｎの端部域に位置する２本の後面電極１０が接続され
ている。この最端部に設けられる第一端子１４に接続される２本の後面電極１０は、表示
装置２のフレームに隠れてしまう場合を想定して形成した、いわゆるダミー電極である。
第一端子１４に接続された後面電極１０の各々は、図６に示すような後面電極引き出し配
線部１５を介して、指などの接触位置の座標を演算するためのＩＣ回路（図示省略）等に
接続される。
【００３２】
　次に、前面電極２０について詳しく説明する。図３に、本実施形態における前面電極２
０の一例を示す。前述したとおり、前面電極２０は、絶縁層３０の前側の面に設けられ、
所定ピッチで間隔をあけて複数配列される。また、前面電極２０の各々は、透明基材３１
の縦方向ｎに延びる配向ベクトルを有している。隣り合う２つの前面電極２０、２０のピ
ッチＤ２は、タッチパネル用導電シート１の面積に応じて、適宜設定することができる。
【００３３】
　各前面電極２０には、枠状の導体からなる複数の第二枠状部２１が設けられている。こ
れら複数の第二枠状部２１は、前面電極２０の配向ベクトル方向（縦方向ｎ）において一
定のピッチで間隔をあけて配置されている。そして、図１に示すように、第二枠状部２１
の各々は、平面視において、隣り合う２つの後面電極１０、１０の間に配置されており、
第一枠状部１１とは重ならない配置となっている。第二枠状部２１の形状は、特に限定さ
れないが、後面電極１０の第一枠状部１１と同様の設計思想で設計することができる。例
えば、タッチパネル３の電極パターン全体としての良好なバランスを考慮すると、後面電
極１０における第一枠状部１１と同一形状とすることが好ましい。本実施形態では、具体
的には、第一枠状部１１と同じ形状、大きさのひし形としており、ひし形の対角線の長軸
及び短軸の向きも同様としている。したがって、第二枠状部２１は、導体の線幅は第一枠
状部１１と同様に設定され、第二枠状部２１の輪郭線５３についても、絶縁層３０（透明
基材３１）の外周辺Ｇに対して傾斜している線で構成されている。
【００３４】
　前面電極２０は、隣り合う第二枠状部２１、２１どうしを接続する第二接続配線部２２
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を備えている。これら第二枠状部２１と第二接続配線部２２とが交互に連続して配置され
ることで、前面電極２０が構成されている。第二接続配線部２２を構成する導体の線幅は
特に限定されないが、タッチパネル３としての透明性を確保する観点から、第一接続配線
部１２の導体と同様に、例えば３～３０μｍとすることができ、好ましくは５～１０μｍ
である。第二接続配線部２２の形状は特に制限されず、例えば線状であっても、枠状であ
ってもよい。本実施形態では、第二接続配線部２２は、直線状の導体としている。
【００３５】
　各前面電極２０の端部は、横方向ｍに複数並べられた第二端子２４に接続されている。
本実施形態では、４本の前面電極２０が、一つの第二端子２４に接続されるようにして形
成されている。尚、第二端子２４のうち、最端部に設けられる第二端子２４には、２本の
前面電極２０が接続されている。この最端部に設けられる第二端子２４に接続される２本
の前面電極２０は、いわゆるダミー電極である。第二端子２４に接続された前面電極２０
の各々は、図６に示すような前面電極引き出し配線部２５を介して、指などの接触位置の
座標を演算するためのＩＣ回路（図示省略）等に接続される。
【００３６】
　本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１では、絶縁層３０（透明基材３１）を挟
んで、平面視において、複数の後面電極１０と複数の前面電極２０とが重なり合うことで
、タッチパネル３全体としての電極パターンが構成される。このとき、後面電極１０と前
面電極２０とは、第一接続配線部１２と第二接続配線部２２において交差している。
【００３７】
　ところで、本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１では、後面電極１０の配向ベ
クトルが横方向ｍであり、且つ前面電極２０の配向ベクトルが縦方向ｎである態様として
説明してきたが、後面電極１０及び前面電極２０の配向ベクトルの向きはこれに限定され
るものではない。後面電極１０と前面電極２０が平面視において交差するようそれぞれ配
列されていればよい。例えば、後面電極１０と前面電極２０の配向ベクトルの向きは縦／
横を逆にしてもかまわない。また、後面電極１０と前面電極２０の配向ベクトルは、タッ
チパネル用導電シート１における縦方向ｎ、横方向ｍに対して斜めであってもかまわない
。また、相互の配向ベクトルが交差していれば、必ずしも直交していなくてもよい。
【００３８】
　次に、本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１の製造例について説明する。本実
施形態では、図２に示すような、透明基材３１と、その表面上に設けられた後面電極１０
とから構成される後面電極用シート材１８と、図３に示すような、透明基材３１と、その
表面上に設けられた前面電極２０とから構成される前面電極用シート材２８とを別々に準
備し、これらを組み合せて、図４（ａ）に示すような構成のタッチパネル用導電シート１
を作成している。
【００３９】
　図２（ａ）は、後面電極用シート材１８の一部の拡大平面図であり、図２（ｂ）は、図
２（ａ）のＺ－Ｚ線における断面図である。後面電極用シート材１８は、透明基材３１の
一方の面に後面電極１０が形成された構成となっており、透明基材３１の他方の面には前
面電極２０は形成されていない。
【００４０】
　透明基材３１としては、透明であり且つ電気絶縁性を有する材料からなる板状（シート
状、フィルム状も含む）のものであれば特に制限はなく、例えば、ガラス板、プラスチッ
クフィルムなどが挙げられるが、薄厚としたり軽量化を図るうえでプラスチックフィルム
が好適である。透明基材３１として使用可能なプラスチックフィルムとしては、例えば、
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）
フィルム、ポリエチレン（ＰＥ）フィルム、ポリプロピレン（ＰＰ）フィルム、ポリスチ
レンフィルムなどが挙げられる。
【００４１】
　後面電極１０は、導電性の高い材料から形成される。後面電極１０の材料としては、例
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えば、銅、銀、金、白金、パラジウム、ニッケル、錫、アルミニウム、コバルト、ロジウ
ム、鉄、ルテニウム、マンガン、モリブデン、タングステン、チタン、ビスマス、アンチ
モン、鉛などの金属材料；インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）、アンチモンドープスズ酸化
物（ＡＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）などの金属酸化物等が挙げられる。後者
の金属酸化物は、透明電極材料として使用可能であり、スマートフォン等の携帯通信端末
機やタブレット式端末、ノートパソコン等のように比較的に画面サイズが小さい表示装置
２用のタッチパネル３には好適である。一方、ＩＴＯ等の金属酸化物は導電抵抗が金属よ
りも大きいため大画面用のタッチパネル３にはあまり向いていない。例えば、３２型以上
の表示装置２であれば、導電性に優れる点で金属材料が好ましく、特に、銅が好ましい。
【００４２】
　透明基材３１の一方の面に後面電極１０を形成する場合には、例えば、まず透明基材３
１の一方の面に導電性材料の薄膜（導電薄膜）を形成する。この導電薄膜を形成する方法
としては、公知の方法を使用することができ、例えば、真空蒸着法、スパッタリング法、
イオンプレーティング法などが挙げられる。
【００４３】
　そして、上記で形成した導電薄膜にエッチング等の処理を施すことで、この導電薄膜を
パターニングして、透明基材３１の一方の面に複数の後面電極１０を形成することができ
る。
【００４４】
　図３（ａ）は、前面電極用シート材２８の一部の拡大平面図であり、図３（ｂ）は、図
３（ａ）のＹ－Ｙ線における断面図である。前面電極用シート材２８は、透明基材３１の
一方の面に前面電極２０が形成された構成となっており、透明基材３１の他方の面には後
面電極１０は形成されていない。この前面電極用シート材２８で用いる透明基材３１は、
上述した後面電極用シート材１８のものと同様のものが使用可能である。また、前面電極
２０を構成する導体の材料についても、上述した後面電極１０と同様のものが使用可能で
ある。なお、前面電極用シート材２８と後面電極用シート材１８とは組み合せて使用する
ことから、透明基材３１および電極の導体材料ともに同じものを使用することが好ましい
。また、前面電極２０の形成方法についても、後面電極用シート材１８と同様に行うこと
ができる。
【００４５】
　そして、複数の後面電極１０を透明基材３１の片面に形成した後面電極用シート材１８
（図２）と、複数の前面電極２０を透明基材３１の片面に形成した前面電極用シート材２
８（図３）とを、図４（ａ）に示すように積層する。これにより、図４（ａ）に示すよう
な、下から順に透明基材３１と、後面電極１０と、透明基材３１と、前面電極２０とが、
この順で積層して形成されたタッチパネル用導電シート１が得られる。尚、この場合、後
面電極１０と前面電極２０との間に配置される一方の透明基材３１が、絶縁層３０となる
。なお、図４（ａ）は図１のＸ－Ｘ線における断面図である。
【００４６】
　上記のようにして製造されたタッチパネル用導電シート１は、図７に示すように、表示
装置２の前面側（図７においては、上面側）に設けられることでタッチパネル３を構成す
る。タッチパネル用導電シート１の前面電極２０側の面には、透明接着剤２０１によって
カバーフィルム２０２が貼着される。このカバーフィルム２０２の前面（上面）が、指な
どが接触する接触面となる。
【００４７】
　尚、上記に示した実施形態では、図４（ａ）に示すように、後面電極１０を透明基材３
１に形成し、この後面電極１０を形成した透明基材３１とは別の透明基材３１に前面電極
２０を形成して、これらを積層させ、後面電極１０と前面電極２０との間に配置される一
方の透明基材３１が、絶縁層３０となる構成について説明したが、本発明はこれに限られ
ない。本発明に係るタッチパネル用導電シート１は、例えば、図４（ｂ）に示すように、
後面電極１０と前面電極２０とが、それぞれ別体の透明基材３１に形成され、これらの透
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明基材３１どうしが貼着されていてもよい。すなわち、後面電極１０と前面電極２０との
間に二つの透明基材３１、３１を介在させてもよい。この場合、二つの透明基材３１、３
１が、絶縁層３０となる。また、他の変形例に係るタッチパネル用導電シート１では、例
えば、図４（ｃ）に示すように、一つの透明基材３１の一方の面に複数の後面電極１０を
形成すると共に、この透明基材３１の一方の面と反対側の他方の面に前面電極２０を形成
し、この透明基材３１を絶縁層３０としてもよい。
【００４８】
　以上説明したように、本実施形態に係るタッチパネル用導電シート１は、後面電極１０
の第一枠状部１１が、隣り合う２つの前面電極２０、２０の間に配置されていることで、
使用者等が指を前方から近づけてきたときに、第一枠状部１１で生じる静電容量の変化は
、前面電極２０の存在による影響を受けにくくなり、後面電極１０での検出出力が向上す
る。また、第一枠状部１１の存在により、絶縁層３０の後側の面における後面電極１０が
存在する領域が大きくなるので、指などの接触位置の座標の良好な検出精度を確保できる
。したがって、後面電極１０側での検出出力を向上させるために前面電極２０間の間隔を
大きくする場合でも、良好な座標検出精度が確保できる。更に、第一枠状部１１は、枠状
の導体からなり、その内側に導体の存在しない空隙がある。このため、後面電極１０が金
属材料、すなわち非透明性の材料で形成されていても、後面電極１０を見え難くすること
ができる。この結果、後面電極１０が、タッチパネル３を通した表示装置２の視認性を阻
害しにくくなるため、表示装置２の良好な視認性を確保できる。特に、大型の表示装置２
に用いるタッチパネル３では、透明電極であるＩＴＯ等の金属酸化物は導電抵抗が大きく
て使用困難であり、銅などの非透明性の金属材料を電極形成用の導体材料に用いる必要が
あるため、当該タッチパネル用導電シート１は大型化が可能なタッチパネル３を得るのに
有用である。
【００４９】
　また、後面電極１０の各々が、第一枠状部１１を備えることにより、製造の際、後面電
極１０の一部に断線箇所が生じても、後面電極１０全体に電気信号を印加することができ
る。この結果、製造歩留まりが低下するのを抑制することができる。
【００５０】
　また、前面電極２０が第二枠状部２１を有することで、前面電極２０が存在する領域が
大きくなる。したがって、前面電極２０間の間隔を大きくしても絶縁層３０の前側の面に
おける前面電極２０が存在しない空白領域の面積拡大を抑止でき、前面電極２０での検出
出力の低下を抑制するとともに、良好な座標検出精度も確保できる。更に、第二枠状部２
１と第一枠状部１１とは重ならないので、後面電極１０における検出出力の低下も抑制で
きる。更に、第二枠状部２１は、枠状の導体からなり、その内側に導体の存在しない空隙
がある。このため、前面電極２０が金属材料、すなわち非透明性の材料で形成されていて
も、前面電極２０を見え難くすることができる。この結果、前面電極２０が、タッチパネ
ル３を通した表示装置２の視認性を、阻害しにくくなるため、視認性が高く、大型化が可
能なタッチパネル３を得ることができる。
【００５１】
　また、前面電極２０の各々が、第二枠状部２１を備えることにより、製造の際、前面電
極２０の一部に断線箇所が生じても、前面電極２０全体に電気信号を印加することができ
る。この結果、製造歩留まりが低下するのを抑制することができる。
【００５２】
　また、第一接続配線部１２と第二接続配線部２２とをそれぞれ設け、且つ、これらにお
いて後面電極１０と前面電極２０とが交差するようにすることで、第二枠状部２１と第一
枠状部１１とが重ならないような電極パターンを形成しやすくなる。
【００５３】
　また、第一枠状部１１と第二枠状部２１とが、同一形状であることで、前面電極２０と
後面電極１０との電極パターンの形状の相違が低減される。これにより、タッチパネル用
導電シート１の面全体の電極パターンの形状のバランス化を図ることができる。この結果
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、モアレ等の発生による外観の低化、並びにタッチパネル３を通した表示装置２の視認性
の低化を、抑制することができる。
【００５４】
　また、第一枠状部１１および第二枠状部２１の各々の形状が、絶縁層３０の外周辺Ｇに
対して傾斜する辺で構成されることで、表示装置２の前面に当該タッチパネル用導電シー
ト１を設置した際、第一枠状部１１および第二枠状部２１の形状が、表示装置２の画素に
対して平行とならず傾斜することになる。これにより、モアレ等の発生による外観の悪化
、並びにタッチパネル３を通した表示装置２の視認性の悪化を、抑制することができる。
【実施例】
【００５５】
　以下、本発明を実施例によって具体的に説明する。尚、本発明は、下記の実施例に限定
されるものではない。
【００５６】
　＜実施例１＞
　本実施例では、まず、厚み１００μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィル
ムを透明基材３１として用意した。次に、真空蒸着法によって、透明基材３１の一方の面
に厚み２μｍの銅薄膜を形成した。そして、エッチングを行い、銅薄膜をパターニングし
て、透明基材３１の一方の面に、図２に示す構造の後面電極１０を形成した。後面電極１
０に設けられる第一枠状部１１は、その線幅を５～１０μｍ、横方向ｍの寸法（長さ）Ｌ

１を０．６ｍｍ、縦方向ｎの寸法（幅）Ｗ１を１．０４ｍｍとした。隣り合う２つの後面
電極１０、１０の間隔Ｄ１は、１．６ｍｍとした。後面電極１０が接続される第一端子１
４の縦方向ｎの寸法は、６．０ｍｍとした。第一端子１４の数は、４６とした。隣り合う
２つの第一端子１４、１４の間隔は、０．５ｍｍとした。
【００５７】
　また、別の透明基材３１の一方の面に、図３に示す構造の前面電極２０を形成した。前
面電極２０に設けられる第二枠状部２１は、その線幅を５～１０μｍ、縦方向ｎの寸法（
長さ）Ｌ３を１．０４ｍｍ、横方向ｍの寸法（幅）Ｗ３を０．６ｍｍとした。隣り合う２
つの前面電極２０、２０の間隔Ｄ２は、１．６ｍｍとした。前面電極２０が接続される第
二端子２４の横方向ｍの寸法は、６．０ｍｍとした。第二端子２４の数は、７４とした。
隣り合う２つの第二端子２４、２４の間隔は、０．５ｍｍとした。
【００５８】
　そして、複数の後面電極１０が形成された透明基材３１と、複数の前面電極２０が形成
された透明基材３１とを積層して、図１に示す構造のタッチパネル用導電シート（４２０
ｍｍ×７２０ｍｍ）を作製した。
【００５９】
　＜比較例１＞
　実施例１において、ＩＴＯ薄膜をパターニングして、後面電極１０及び前面電極２０を
形成し、図８に示すような従来の四角形状の格子構造で電極が配置されたタッチパネル用
導電シート（４２０ｍｍ×７２０ｍｍ）を作製した。格子の一辺の長さは、１０００μｍ
とした。
【００６０】
　＜比較例２＞
　実施例１において、ＩＴＯ薄膜をパターニングして、後面電極１０及び前面電極２０を
形成し、図８に示すような従来の四角形状の格子構造で電極が配置されたタッチパネル用
導電シート（４２０ｍｍ×７２０ｍｍ）を作製した。格子の一辺の長さは、２０００μｍ
とした。
【００６１】
　これらのタッチパネル用導電シートについて、検出力の評価試験を次に示す通り行った
。
【００６２】
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　[検出力の評価]
　まず、ファンクションジェネレータを用いて、６５ＫＨｚの周波数で、タッチパネル用
導電シートに電圧を印加し、タッチパネル用導電シートに指を接触させない状態で、タッ
チパネル用導電シートから出力された出力電圧の波形をオシロスコープ（アジレント・テ
クノロジー社製　５４６２２Ｄ）で取得した。
【００６３】
　次に、上記と同様の条件で、タッチパネル用導電シートに電圧を印加し、タッチパネル
用導電シートに指を接触させた状態で、タッチパネル用導電シートから出力された出力電
圧の波形をオシロスコープで取得した。
【００６４】
　そして、タッチパネル用導電シートに指を接触させない状態での出力電圧（Ｎ）に対す
る指を接触させた状態での出力電圧（Ｔ）の変化率を電圧変化率（Ｖ）として、次の数式
（１）を用いて算出した。
Ｖ（％）＝（Ｎ－Ｔ）／Ｎ×１００　　　・・・（１）
　検出力の評価試験の結果を、下記表１に示す。
【００６５】
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【表１】

　表１にみられるように、図１に示す構造で電極が配置された実施例１は、従来の四角形
状の格子構造で電極が配置された比較例１及び２と比較して、電圧変化率が大きく、タッ
チパネル用導電シートに指が接触した際の検出感度を向上させることができた。
【符号の説明】
【００６６】
　１　　タッチパネル用導電シート
　２　　表示装置
　１０　後面電極
　１１　第一枠状部
　１２　第一接続配線部
　２０　前面電極
　２１　第二枠状部
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　２２　第二接続配線部
　３０　絶縁層
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